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P21

上から１行目

テスタで電流を測るときの等価回路の説明文

前ページの回路の接続例を載せておきます。　 ４ページの回路の接続例を載せておきます。　

P21 下から９行目～３行目
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50mA の電流を計測するためにはメータと並列に接続する分

流器としてのR1、メータと直列に接続する倍率器としてのR2 

のそれぞれの抵抗値をいくらに設定すればよいか?

① I3 はメータの特性から300 μ A にしたい。　またテスタ

を接続することによるA － B間の電圧降下を0.2V 以下にし

たい。　この関係からメータの抵抗300 ΩとR2 を直列に接

続するのでR は300 ＋ R2、電流は0.0003A、電圧は0.2V

となる。　オームの法則R ＝ E ／ I から下の式が成立する。

300 ＋ R2 ＝ 0.2 ／ 0.0003

これからR2 は366 Ωとなる。

② I3 ＋ I2 ＝ I1 が成立する。　ここでI3 ＝ 0.0003A、I1

＝ 0.05A なのでI2 ＝ 0.0497Aとなる。　一方、A － B 間

の電圧は0.2V なのでR ＝ E ／ I から

R ＝ 0.2 ／ 0.0497 ＝ 4 Ω と算出される。

を0.2V 以下に抑えることにしましょう。　そのためにメータに

直列に抵抗R2 を接続します。　この抵抗R2 は倍率器の機能

を持っています。　倍率器というのは電圧測定の場合にメータ

の両端にかかる電圧の数倍の電圧を測定できるようにするた

めに利用します。　ここでは300 Ωの抵抗に300 μ A の電

流を流すのですからメータが最大に振れるときの電圧は

0.09V です。　しかし抵抗R2 を直列に接続することでR2 

とメータ端には0.2V の電圧がかかったときにフルに振れるよ

うに設定できるわけです。　このようにテスタではレンジを切

替えることで分流器や倍率器の抵抗値を切替えているのです

。　

を0.09V 以下に抑えることにしましょう。　ここでは300 Ω

の抵抗に300 μ A の電流を流すのですからメータが最大に

振れるときの電圧は0.09V です。　このようにテスタではレ

ンジを切替えることで電流測定時は分流器を、そして電圧測定

時には倍率器の抵抗値を切替えているのです。　

50mA の電流を計測するためにはメータと並列に接続する分

流器としてのR1の抵抗値をいくらに設定すればよいか?

① I3 はメータの特性から300 μ A にしたい。　またテスタ

を接続することによるA － B間の電圧降下を0.09V 以下にし

たい。

② I3 ＋ I2 ＝ I1 が成立する。　ここでI3 ＝ 0.0003A、I1

＝ 0.05A なのでI2 ＝ 0.0497Aとなる。　一方、A － B 間

の電圧は0.09V なのでR ＝ E ／ I から

R ＝ 0.09 ／ 0.0497 ＝ 1.8 Ω と算出される。
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P32
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P33
P34

P34

P34
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P2

（1ページにつき４ヶ所　合計８ヶ所）

上から５～６行目　全差し替え

P1

P2

この場合Vout には負荷を接続しないのでそれほど大きな

電流は必要ないのでK 単位の抵抗値でもかまいません。

この場合Vout のLEDにはすでに右上の2.2KΩが接続

されているので、輝度をある程度保つには2.2KΩより大

きな抵抗値は不適切でしょう。
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＾ まず表のH8 からH30 までの ・ ・ ・

＿ 「挿入」-->「グラフ作成」ウィザ ・ ・ ・

’　「系列」タブを選択し、「項目ラベ ・ ・ ・

a  「次へ」を押しタイトルと各軸の ・ ・ ・

誤ページ 正

正誤表

P34

P36

P60

P37

P46 すべての記載部分（４ヶ所）

STEP15 STEP1６

P48 すべての記載部分（４ヶ所）

STEP15 STEP1６

P47 １行目
これは「② STEP15 の これは「② STEP16 の

P49 １行目
これは「③ STEP15 の これは「③ STEP16 の

P50 ５行目
①～④について(a) か(b) で答えでてください。 ①～④について(a) か(b) で答えてください。

P53 ① まず表のH8 からH30 までの ・ ・ ・

② 「挿入」-->「グラフ作成」ウィザ ・ ・ ・

③ 「系列」タブを選択し、「項目ラベ ・ ・ ・

④ 「次へ」を押しタイトルと各軸の ・ ・ ・
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P55

P55

（a）

（b）

P60
STEP13

①～⑤の配線が不足

① ②

数式にカブさった記号不要

図記号追加

P55 下から12行目

キットで遊ぼう電子回路　シリーズNo.1　基本編vol.1　第１版

③ ④ ⑤

従ってV1 が0V なので抵抗に電源電圧が 従ってV2 が0V なので抵抗に電源電圧が

P55 下から10行目

でV1 が( ａ ) のように発生します。 でV2 が( b ) のように発生します。

P55 下から６行目

コンデンサは放電を開始すると( ａ ) コンデンサは放電を開始すると( b )
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